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評価委員会のコメント： 

 

○評価できる点、推進すべき点、研究事業にとって必要である理由 

診断基準作成に向けたエビデンスの構築、アウトリーチ活動、前臨床試験の成果など多岐に渡る研究

は着実に進んでいる。 

我が国における CADASILの診断基準の作成を行ったこと疾患レジストリの体制を構築したこと。 

研究班ホームページを公開し、CADASIL患者の情報へのアクセスや患者同士の情報共有を促進した点が

特に評価できる。 

EDCとバイオバンクの整備が完了し、順調に登録されている。病理解析、画像解析など多岐にわたる分

野で進捗が認められ、連携も取られている。 

 

 

○疑問点、改善すべき点、その他助言等 

目標症例数との解離が大きいこと。 

疾患レジストリの構築はなし得たが、目標症例数に達していないこと今後の継続的な運用についての

検討が必要である。 

達成率が低い研究項目が散見される。臨床データベースへの登録患者数の確保が見込みより低く、今

後、患者のリクルート方法を再検討する必要がある。 

登録は目標サンプル数に至らない可能性が高い。 

 

以上

 


